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平成 19 年８月７日 

各 位 

会 社 名 株式会社 やすらぎ 

代表者名 代表取締役社長 須田 忠雄 

（コ－ド番号 8919 名証セントレックス） 

問合せ先 取締役経理部長 舩田 啓 

（TEL 0277­20­7400） 

（URL http://www.yasuragi­reform.com） 

平成 20 年１月期中間期・通期業績予想の修正に関するお知らせ 

平成 19 年２月 16 日付の「平成 19年１月期 決算短信（連結） 」および「平成 19 年１月期 個 

別財務諸表の概要」にて公表した平成 20 年１月期（平成 19 年１月 21日～平成 20 年１月 20 日） 

の中間期および通期業績予想について、 下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成 20年１月期連結業績予想の修正 

（１） 中間連結業績予想の修正 （平成 19 年１月 21 日～平成 19 年７月 20日） （単位：百万円、 %） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ３２，２２０ ― ８５０ ４００ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ３０，５６０ ２，１３０ １，４２０ △１，４４０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１，６６０ ― ５７０ △１，８４０ 

増 減 率（％） △５．２ ― ６７．１ △４６０．０ 

（ご参考）前期実績 

（ 平成 1 8 年 ７ 月 期 ） ３６，０３３ ３，４３７ ２，７９１ １，４８２ 

（２） 通期連結業績予想の修正 （平成 19 年１月 21 日～平成 20 年１月 20日） （単位：百万円、 %） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ７１，０００ ― ３，４００ １，８００ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ５９，９００ ３，７５０ ２，４００ △８００ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１１，１００ ― △１，０００ △２，６００ 

増 減 率（％） △１５．６ ― △２９．４ △１４４．４ 

（ご参考）前期実績 

（平成 19 年 1 月期） ７６，０２８ ４，７０８ ２，８３２ １，４９４

http://www.yasuragi-reform.com/
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２．平成 20年１月期単独業績予想の修正 

（１） 中間単独業績予想の修正 （平成 19 年１月 21 日～平成 19 年７月 20日） （単位：百万円、 %） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ２７，７００ ― ６００ ３００ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ２６，７３０ １，５８０ １，４１０ △１，３９０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △９７０ ― ８１０ △１，６９０ 

増 減 率（％） △３．５ ― １３５．０ △５６３．３ 

（ご参考）前期実績 

（ 平成 1 8 年 ７ 月 期 ） ３０，２１１ ２，４３７ ２，０５３ １，０６９ 

（２） 通期単独業績予想の修正 （平成 19 年１月 21 日～平成 20 年１月 20日） （単位：百万円、 %） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ６１，４００ ― ２，４００ １，２００ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ５２，１００ ２，６４０ ２，０７０ △９４０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △９，３００ ― △３３０ △２，１４０ 

増 減 率（％） △１５．１ ― △１３．８ △１７８．３ 

（ご参考）前期実績 

（平成 19 年 1 月期） ６６，９６７ ２，９７９ １，８７０ ９６２ 

３．[修正理由] 
①（中間業績・連結決算および単独決算共通） 

当社グループおよび当社は、当中間連結会計期間および当中間会計期間において、経常利益は前回 

発表した業績予想数値を上回る見込みでおります。 

しかし、新規事業の中古住宅賃貸事業（平成 19 年６月 12 日に公表した「新規事業の開始に関する 

お知らせ」参照）の開始に当たり、棚卸資産の一部を固定資産に移行する際に棚卸資産の評価を行っ 

た結果、約 20 億 5 千万円の資産評価損を特別損失として計上する予定でおります。 

また、品質低下や陳腐化等が生じていない棚卸資産のうち、販売期間が一定の回転期間を超えるも 

のについては、今後の経営資源の効率化、最適在庫量の維持管理、財務の健全性や資産の圧縮・スリ 

ム化等を図る目的で、 【企業会計基準第９号「棚卸資産の評価に関する会計基準」】を早期に適用する 

こととし、約 6 億 6 千万円の資産評価損を特別損失として計上する予定でおります。 

この結果、中間(当期)純利益は、前回発表した業績予想数値を下回る見込みでおります。 

➁（通期業績・連結決算および単独決算共通） 

当社グループおよび当社は、上記に掲げる新規事業の中古住宅賃貸事業のため、棚卸資産の一部を 

固定資産に移行しました。これによって、下半期の売上高は、当初の見込みに比して減少する見込み 

でおります。 

この結果、経常利益および当期純利益は、前回発表した業績予想数値を下回る見込みでおります。
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※ 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、予 

想につきましては、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と 

異なる場合があります。 

以 上


